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沖縄振興計画の 
後期展望について 



地域の目 
「自立型経済の構築に向けて」 嘉数　啓  

C O N T E N T S

内閣府　 

沖縄振興計画の後期展望について 
仕事の窓①　財務部 
沖縄経済は回復 

仕事の窓②　農林水産部 
農林水産物等の輸出促進に向けた取組を開始 

仕事の窓③　農林水産部 
バイオ燃料の利活用拡大に向けて 

仕事の窓④　経済産業部 
データセンター等の集積に向けて 

仕事の窓⑤　経済産業部 
技術移転にスクラム組んで 

仕事の窓⑥　経済産業部 
地場「映画・音楽コンテンツ」産業の振興に向けて　 

仕事の窓⑦　開発建設部 
沖縄の経済活性化及び観光振興を支える道づくり　 

仕事の窓⑧　開発建設部 
官・民一体となった国際物流戦略の検討を開始 

仕事の窓⑨　運輸部 
「地域・ひと・地球と交通のゆいまーる」の実現に向けて 

お知らせ 

１６８２年、琉球王府の政策により知花窯、湧田窯、宝口窯の三つ
の窯が、現在の壺屋に移設統合されたのを起源としています。素朴さと

力強さを特徴とし、そのどっしりとした重量感が、暖かみと風格を見る者、

使う者に伝えます。この力強さや暖かみは、長い伝統に培われた技法に

よって生まれました。 

　壺屋焼には上焼と荒焼があり、上焼は釉薬をかけ約１２００℃の高温

で焼かれたもので、主な製品は碗、皿、鉢、カラカラ、花瓶など日常生活用

品が多く、壺屋焼の主流を占めています。荒焼は南蛮焼ともいわれ、釉

薬をかけずに約１０００℃で焼かれたもので、主な製品は酒甕、水甕類な

ど大型の容器を中心に作られています。また、古くから屋根などに魔除

けとして鎮座するシーサー（獅子）、携帯用酒器である抱瓶（ダチビン）

など様 な々陶器が作られています。 

壺屋焼 つぼや やき 

財　務　部　多重債務者問題の解決に向けて 

経済産業部　沖縄の『地域資源』を全国へ！世界へ！ 

開発建設部　「国際通りから環境を考えよう！」 
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群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。 ★本誌タイトルについて★ 

沖縄振興審議会会長代理 
（琉球大学副学長） 
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#1

特
集 



01

沖
縄
振
興
計
画
（
平
成
14
〜
23

年
度
）
の
前
期
５
年
の
終
了
に
伴
い
、

人
口
、
雇
用
、
所
得
な
ど
の
計
画

の
フ
レ
ー
ム
お
よ
び
計
画
に
盛
り

込
ま
れ
た
諸
施
策
、
事
業
の
実
態
、

課
題
を
把
握
し
、
計
画
後
半
の
施

策
展
開
の
方
向
性
を
提
示
す
る
目

的
で
、
沖
縄
振
興
審
議
会
総
合
部

会
の
下
に
専
門
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

１
年
間
に
わ
た
っ
て
活
発
な
審
議

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
「
沖
縄

振
興
計
画
後
期
展
望
（
案
）
」
と

し
て
、
総
合
部
会
と
審
議
会
の
審

議
に
付
さ
れ
、
去
っ
た
３
月
に
ご

承
認
を
い
た
だ
い
た
。
総
合
部
会

の
会
長
お
よ
び
専
門
委
員
会
の
座

長
と
し
て
後
期
展
望
の
取
り
ま
と

め
に
携
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

私
見
を
含
め
て
、
後
期
展
望
の
基

本
的
方
向
性
を
概
略
ご
紹
介
し
た
い
。
 

　
後
期
展
望
を
審
議
す
る
に
当
た

っ
て
心
が
け
た
の
は
、
復
帰
後
４

期
に
わ
た
る
振
興
（
開
発
）
計
画

の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
そ
の

間
の
沖
縄
の
経
済
社
会
を
取
巻
く

内
外
の
環
境
変
化
を
見
据
え
る
と

同
時
に
、
県
民
の
「
目
線
」
に
沿
い
、

県
民
の
自
助
努
力
を
信
じ
、
振
計

で
提
示
さ
れ
た
内
容
が
達
成
可
能

な
努
力
目
標
と
し
て
県
民
に
共
有

さ
れ
う
る
展
望
を
示
す
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
種
々
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
沖
縄
県

が
策
定
し
た
「
沖
縄
振
興
計
画
後

期
に
向
け
た
基
本
的
考
え
方
」
な

ど
を
過
不
足
な
く
盛
り
込
み
、
結

果
と
し
て
所
期
の
目
的
を
達
成
で

き
た
と
思
っ
て
い
る
。
 

　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
戦
後
最
長
の

景
気
拡
大
が
続
く
中
、
多
く
の
地

方
圏
が
人
口
減
少
に
直
面
し
、
生

活
基
盤
の
維
持
に
腐
心
す
る
中
、

沖
縄
県
は
復
帰
後
35
年
間
で
40
万

人
も
人
口
が
増
加
し
、
「
沖
縄
ブ

ー
ム
」
の
追
い
風
を
受
け
て
い
る
。

最
大
の
課
題
は
、
後
期
展
望
期
間

中
も
続
く
と
予
想
さ
れ
る
人
口
増

を
高
付
加
価
値
職
場
の
創
造
・
拡

大
に
つ
な
げ
、
快
適
な
生
活
環
境

を
維
持
し
な
が
ら
、
高
失
業
率
の

解
消
、
一
人
当
た
り
所
得
の
向
上

に
ど
う
つ
な
げ
る
か
で
あ
る
。
何

故
な
ら
、
過
去
５
年
間
、
高
失
業

率
の
解
消
は
お
ろ
か
一
人
当
た
り

所
得
水
準
は
停
滞
し
、
振
計
に
謳

わ
れ
て
い
る
自
立
型
経
済
の
構
築

は
「
道
半
ば
」
で
あ
る
と
い
う
共

通
認
識
が
あ
る
か
ら
だ
。
振
計
で
は
、

5
年
後
（
平
成
23
年
）
の
労
働
力

人
口
を
70
万
人
、
雇
用
者
67
万
人
、

失
業
率
4
・
3
％
を
想
定
し
て
お
り
、

こ
れ
を
達
成
す
る
に
は
年
1
万
人

強
の
雇
用
創
出
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
は
失
業
の
最
大
要
因

で
あ
る
、
特
に
若
年
層
の
ミ
ス
マ

ッ
チ
（
構
造
的
）
失
業
の
解
消
が

重
要
課
題
と
な
る
。
 

　
後
期
展
望
で
は
、
新
３
Ｋ
（
観
光
、

健
康
、
環
境
）
プ
ラ
ス
情
報
通
信
・

金
融
を
中
心
に
12
の
分
野
に
つ
い
て
、

課
題
と
具
体
的
な
方
向
性
を
打
ち

出
し
た
。
振
計
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
っ
て
い
る
「
選
択
と
集
中
」
は

当
然
、
上
記
の
分
野
を
中
心
に
、

人
材
育
成
、
開
発
研
究
、
医
療
、

離
島
、
基
地
跡
地
利
用
等
の
分
野

で
の
総
合
的
、
戦
略
的
な
社
会
基

盤
投
資
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は

ま
た
、
「
量
」
を
追
求
す
る
「
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
」
型
発
想
か
ら
、
「
質
」
、

つ
ま
り
自
立
・
持
続
を
重
視
す
る
「
ア

ウ
ト
カ
ム
」
型
発
想
へ
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
転
換
を
意
味
す
る
。
後
期
展

望
に
盛
ら
れ
た
方
向
性
を
実
現
す

る
に
は
、
な
に
よ
り
も
科
学
技
術
・

サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
（
新
機
軸
）
が
不
可
欠
と
な
る
。

わ
れ
わ
れ
に
は
、
孫
、
ひ
孫
世
代
が
、

現
世
代
よ
り
も
最
低
「
豊
か
で
、

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
、
均
衡
の
と
れ
た
」

生
活
空
間
を
残
す
義
務
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
沖
縄
の
特
性
、

沖
縄
ら
し
さ
を
活
か
し
、
身
の
丈

に
あ
っ
た
振
興
策
を
多
様
な
担
い

手
と
の
協
働
に
よ
る
「
参
画
と
責
任
」

で
推
進
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
 

沖縄振興審議会会長代理 
（琉球大学副学長） 

嘉 数 　 啓  
（かかず・ひろし） 
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沖
縄
振
興
計
画
の
 

後
期
展
望
と
は
 

1

沖
縄
振
興
計
画
前
期
 

に
お
け
る
実
績
と
課
題
 

2

   

　
沖
縄
振
興
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ

る
沖
縄
振
興
計
画
は
、平
成
14
年
度

か
ら
23
年
度
ま
で
の
10
ヶ
年
の
計
画

と
な
っ
て
お
り
、ち
ょ
う
ど
折
り
返
し

点
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
間
、

景
気
の
回
復
、グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、

高
齢
化
の
進
行
と
人
口
減
少
社
会
の

到
来
、沖
縄
ブ
ー
ム
な
ど
、沖
縄
を
巡

る
社
会
経
済
情
勢
は
変
化
し
て
き
て

お
り
、計
画
の
後
期
５
年
に
向
け
て
取

り
組
む
べ
き
新
た
な
課
題
も
生
ま
れ

て
き
て
い
ま
す
。
後
期
展
望
は
、そ
の

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、沖
縄
振
興

審
議
会
と
そ
の
下
に
設
置
さ
れ
た
総

合
部
会
、専
門
委
員
会
に
お
い
て
、計

画
期
間
前
半
の
総
括
を
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、計
画
期
間
後
半
に
向

け
た
施
策
展
開
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い

て
調
査
審
議
を
い
た
だ
き
、取
り
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

    

　
後
期
展
望
で
は
、
沖
縄
振
興
計
画

の
分
野
ご
と
に
、
前
期
に
お
け
る
実

績
を
分
析
し
た
上
で
、
後
期
に
向
け

た
課
題
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
課
題
と
さ
れ
た
主
な
も
の
を
紹

介
し
ま
す
。 

【
観
光
】 

　
通
年
・
滞
在
型
の
質
の
高
い 

　
観
光
の
実
現 

　
キ
ャ
リ
ン
グ
・
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ 

　（
環
境
収
容
能
力
）へ
の
配
慮 

　
入
域
観
光
客
数
が
過
去
最
高
を
記

録
す
る
な
ど
好
調
な
観
光
で
す
が
、一

方
で
１
人
当
た
り
県
内
消
費
額
が
減

少
し
、平
均
滞
在
日
数
も
伸
び
悩
ん
で

い
ま
す
。
今
後
は
、通
年
・
滞
在
型
の
質

の
高
い
観
光
の
実
現
に
向
け
て
、ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
受
入
体
制
整
備
の
一

層
の
取
組
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、付
加
価
値
の
高
い
旅
行
商
品
の
開

発
・
提
供
、高
齢
者
や
ア
ジ
ア
か
ら
の

外
国
人
観
光
客
な
ど
の
新
た
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
開
拓
、観
光
人
材
の
育
成
な

ど
が
課
題
で
す
。
ま
た
、観
光
地
の
環

境
整
備
や
ア
ク
セ
ス
改
善
と
と
も
に

離
島
県
で
あ
る
沖
縄
に
お
い
て
は
、輸

送
能
力
、水
、電
気
、自
然
環
境
へ
の
影

響
等
、キ
ャ
リ
ン
グ
・
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
へ
の

配
慮
が
重
要
で
す
。 

  

【
情
報
通
信
】 

　
民
間
主
導
・
価
値
創
出
型
の 

　
情
報
通
信
産
業
の
振
興 

　
進
出
企
業
数
が
1
0
0
社
を
超
え

る
な
ど
、情
報
通
信
関
連
産
業
は
こ
れ

か
ら
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、民
間
主

導
で
よ
り
高
度
な
価
値
創
出
型
の
産

業
創
出
・
集
積
に
取
り
組
む
こ
と
が

課
題
で
す
。 

 

【
農
林
水
産
】 

　
高
付
加
価
値
化
に
よ
る 

　
「
お
き
な
わ
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立 

　
流
通
コ
ス
ト
面
で
不
利
な
沖
縄
の

農
林
水
産
物
に
と
っ
て
、施
設
整
備
や

コ
ス
ト
削
減
と
と
も
に
、高
付
加
価
値

化
が
不
可
欠
で
あ
り
、「
お
き
な
わ
ブ

ラ
ン
ド
」の
確
立
を
引
き
続
き
目
指
す

こ
と
が
課
題
で
す
。 

 

【
新
規
事
業
】 

　
沖
縄
の
特
性
を
生
か
し
た 

　
新
規
産
業
の
創
出
、企
業
誘
致 

　
健
康
食
品
産
業
や
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
、

泡
盛
な
ど
、沖
縄
の
地
域
特
性
や
優

位
性
を
生
か
し
た
新
規
産
業
の
創
出
、

地
域
産
業
の
活
性
化
が
進
ん
で
お
り
、

引
き
続
き
、産
業
の
創
出
、企
業
誘
致

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

【
雇
用
】 

　
雇
用
創
出
と
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消 

　
高
失
業
率
の
改
善
に
向
け
て
、新

規
企
業
の
立
地
と
地
場
産
業
の
振
興

に
よ
る
雇
用
創
出
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
の
た
め
、若

者
の
職
業
意
識
の
変
革
と
向
上
、職

業
能
力
の
開
発
と
向
上
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

 

【
科
学
技
術
】 

　
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学 

　（
仮
称
）開
学
に
向
け
た
準
備 

　
世
界
最
高
水
準
の
自
然
科
学
系
の

大
学
院
大
学
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い

る
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学（
仮

称
）の
開
学
に
向
け
て
キ
ャ
ン
パ
ス
整

備
や
教
育
研
究
の
実
績
を
十
分
に
重

ね
て
ゆ
く
な
ど
、世
界
的
な
評
価
を

確
立
す
る
た
め
の
取
組
を
着
実
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

【
環
境
共
生
】 

自
然
環
境
保
全
、廃
棄
物
発
生
抑

制
・
再
使
用
・
再
生
利
用
の
推
進 

　
沖
縄
の
自
然
環
境
は
か
け
が
え
の

な
い
資
源
で
あ
り
、観
光
な
ど
の
振
興

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、保
全
・
再
生

を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、廃
棄
物
に
つ

い
て
は
、３
Ｒ（
発
生
抑
制
・
再
使
用
・

再
生
利
用
）を
一
層
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。 

 

【
健
康
福
祉
】 

少
子
・
高
齢
化
対
策
、離
島
・
へ
き

地
等
に
お
け
る
医
療
の
確
保 

　
沖
縄
に
お
い
て
も
少
子
・
高
齢
化
は

急
速
に
進
行
し
て
お
り
、子
育
て
支

援
や
高
齢
者
に
配
慮
し
た
施
策
な
ど

が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、深
刻
な
問

題
で
あ
る
離
島
・へ
き
地
に
お
け
る
医

療
の
確
保
の
た
め
の
取
組
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

去る3月26日、第11回の沖縄振興審議会が開催され、 
沖縄振興計画の後期展望が取りまとめられました。 
この後期展望のpointについてご紹介します。 
詳しくは、政府の沖縄政策のウェブサイトをご覧ください。 
 URL　http://www8.cao.go.jp/okinawa/3/32_index.html
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沖縄振興計画の 
内閣府 

●景気回復  

●グローバリゼーション 

●高齢化、人口減少社会 

●沖縄ブーム　等 

●自立型経済の構築に向けた産業の振興 　  
　・観　　光   ：通年・滞在型の質の高い観光の実現 
 　　キャリング・キャパシティ（環境収容能力）への配慮 　  
　・情報通信   ：民間主導・価値創出型の情報通信産業の振興 　 
　・農林水産   ：高付加価値化による「おきなわブランド」の確立 　 
　・新規事業   ：沖縄の特性を生かした新規産業の創出、企業誘致  
●雇　　用 ：雇用創出とミスマッチの解消 
●科学技術 ：沖縄科学技術大学院大学（仮称）開学に向けた準備 
●環境共生 ：自然環境保全、廃棄物発生抑制・再使用・再生利用の推進 
●健康福祉 ：医療施設の整備、離島・へき地等における医療の確保 
●人材、文化 ：高度な人材の育成、文化の保護・産業振興等への活用 
●基盤整備 ：那覇空港の整備等、目的志向型の総合的・戦略的な取組による基盤整備 
●離島、過疎 ：離島・過疎地域における生活基盤、医療体制整備と活性化・雇用創出  
●跡地利用 ：長期的展望に立った駐留軍用地跡地利用の促進　　等 

経済社会情勢 分 野 別 の 課 題  

（１）基本的考え方   

 沖 縄 振 興 計 画 後 期 に 向 け た 展 望  

内容 

後期展望 
の 
性格 

沖 縄 振 興 計 画 後 期 展 望 概 要  

・民間主導による自立的・持続的発展
をさらに推し進めていくための迅速
かつ一層戦略的な取組      
・人口増加県であることの強み、将来
に向けた成長力の高さ      
・沖縄ブーム持続の間に安定的・持続
的優位性を構築、沖縄ブランド確立      
・他県との競争、県内各地域間での競
争の必要性、そのための意識改革 　  
・安らぎと潤いのある生活空間の創造
と健康福祉社会の実現、地域の特色
を踏まえた均衡ある発展 

 (2)具体的な方向性   

・より一層の「選択と集中」  
　沖縄の優位性を生かせる観光、健康関連、環境関連産業分野 
　沖縄の不利性の影響の少ない情報通信、金融分野  
　目的志向型の総合的・戦略的な社会資本整備 
・保健医療体制の整備、高齢者や障害者のニーズに対応した取組  
・「量」から「質」へ、単純な水準の向上（アウトプット）から自立
型経済構築等への寄与（アウトカム）を踏まえた施策へ  
・「イノベーション２５」も踏まえた取組 
・沖縄の将来を担う人材の育成、優秀な人材の確保、若者を
対象としたキャリア教育、職業教育の強化  
・民間企業やＮＰＯなど、多様な担い手との協働  
・自然環境や景観に配慮し、沖縄らしさを活かした県づくり 

沖縄振興計画が計画期間の後半を迎えるに当たり、  

計画のフレーム及び計画に盛り込まれている諸施策、諸事業の状況について把握 　 

計画の基本理念、目標の達成のための計画期間後半の施策展開の方向性等を提示 
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沖
縄
振
興
計
画
後
期
に
 

向
け
た
展
望
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【
人
材
、
文
化
】 

　
高
度
な
人
材
の
育
成
、
文
化 

　
の
保
護
・
産
業
振
興
等
へ
の
活
用 

　
産
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
高
度
な
人

材
の
育
成
・
確
保
の
取
組
の
充
実
・

強
化
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
文

化
に
つ
い
て
は
、
保
護
・
活
用
、
後

継
者
育
成
に
努
め
つ
つ
、
観
光
な
ど

産
業
振
興
の
取
組
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

【
基
盤
整
備
】 

目
的
志
向
型
の
総
合
的
・
戦
略

的
な
取
組
に
よ
る
基
盤
整
備 

　
自
立
型
経
済
の
構
築
と
県
民
生

活
の
安
定
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、那
覇
空
港
の
整
備
等
の
陸
・

海
・
空
の
総
合
交
通
体
系
の
整
備
、安

全
・
安
心
・
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

目
的
志
向
型
の
総
合
的
、戦
略
的
な

取
組
を
一
層
進
め
、沖
縄
の
優
位
性
を

最
大
限
発
揮
し
た
特
色
あ
る
地
域
と

し
て
の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

【
離
島
・
過
疎
地
域
】 

離
島
・
過
疎
地
域
に
お
け
る
生

活
基
盤
整
備
、
医
療
体
制
整
備

と
活
性
化
・
雇
用
創
出 

　
均
衡
あ
る
県
土
の
発
展
を
図
る
た

め
、離
島
・
過
疎
地
域
に
お
け
る
交
通
・

生
活
基
盤
や
医
療
体
制
整
備
に
引 

き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、離
島
・

各
地
域
の
持
つ
魅
力
を
活
か
す
こ
と

に
よ
っ
て
、活
性
化
、雇
用
の
場
の
創
出

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

【
跡
地
利
用
】 

長
期
的
展
望
に
立
っ
た
駐
留
軍
用

地
跡
地
利
用
の
促
進 

　
駐
留
軍
用
地
の
跡
地
利
用
に
当
た

っ
て
は
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
方
向

性
を
定
め
る
と
と
も
に
、
多
様
な
事

業
手
法
の
検
討
と
活
用
、
特
性
に
応

じ
た
開
発
方
式
の
検
討
な
ど
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

    

（１）
基
本
的
考
え
方 

・
迅
速
か
つ
一
層
戦
略
的
な
取
組 

　
沖
縄
の
振
興
は
、
好
調
な
観
光
や

情
報
通
信
産
業
を
は
じ
め
、
着
実
に

推
進
が
図
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、

低
い
１
人
当
た
り
県
民
所
得
や
高
失

業
率
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
な
お
残

さ
れ
た
課
題
も
多
く
、
計
画
の
残
期

間
で
民
間
主
導
に
よ
る
自
立
的
か
つ

持
続
的
な
発
展
を
さ
ら
に
推
し
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
迅
速
か
つ
戦
略
的

な
取
組
が
必
要
で
す
。 

・
沖
縄
の
将
来
に
向
け
た
成
長
力
の
高
さ 

　
沖
縄
は
数
少
な
い
人
口
増
加
県
で

あ
り
、
特
に
若
者
が
多
い
こ
と
は
潜

在
的
な
沖
縄
の
強
み
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
経
済
指
標
を
見
て
も
、
地

域
の
活
力
や
将
来
に
向
け
た
成
長
力

と
い
っ
た
点
で
は
、
全
国
平
均
を
上

回
る
伸
び
率
を
示
し
て
い
ま
す
。 

・
沖
縄
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立 

　
近
年
の
沖
縄
ブ
ー
ム
は
、
沖
縄
の

発
展
に
と
っ
て
大
き
な
「
チ
ャ
ン
ス
」

で
す
が
、
そ
れ
に
安
住
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
ブ
ー
ム
が
持
続
し
て
い
る
間

に
、
沖
縄
の
特
性
を
生
か
し
、
安
定

的
・
持
続
的
な
優
位
性
を
築
き
、

沖
縄
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

・
競
争
の
必
要
性
、
そ
の
た
め
の
意

識
改
革 

　
民
間
主
導
に
よ
る
自
立
型
経
済
の

構
築
の
た
め
に
は
、
他
県
と
の
競
争
、

県
内
各
地
域
間
で
競
争
し
、
沖
縄

の
特
性
を
生
か
す
た
め
の
取
組
を
活

発
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
真
の
自
立
に
向
け
、

よ
り
積
極
的
に
競
争
し
て
い
く
と
い

う
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。 

・
安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
生
活
空
間

の
創
造
と
健
康
福
祉
社
会
の
実
現 

　
産
業
の
振
興
だ
け
で
な
く
、
豊
か

な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
も
重

要
な
課
題
で
す
。
少
子
・
高
齢
化
の

進
行
を
踏
ま
え
、
安
ら
ぎ
と
潤
い
の

あ
る
生
活
空
間
の
創
造
と
健
康
福

祉
社
会
の
実
現
を
図
り
、
地
域
の
特

色
を
踏
ま
え
た
均
衡
あ
る
発
展
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

（２）
具
体
的
な
方
向
性 

・
よ
り
一
層
の
「
選
択
と
集
中
」 

　
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、

よ
り
一
層
の
「
選
択
と
集
中
」
の
考

え
の
下
、
沖
縄
の
持
つ
特
性
を
生
か

せ
る
分
野
に
注
力
す
べ
き
で
す
。
具

体
的
に
は
、
以
下
の
分
野
に
一
層
注

力
す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。 

 

①
観
光
産
業
、
健
康
関
連
産
業
、
環

境
関
連
産
業
な
ど
、
沖
縄
の
優
位

性
を
生
か
せ
る
分
野 

②
情
報
通
信
や
金
融
な
ど
、
沖
縄
の

持
つ
不
利
性
の
影
響
が
少
な
い
と

考
え
ら
れ
る
分
野 

 

　
ま
た
、
基
盤
整
備
に
お
い
て
も
、

沖
縄
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
す
る
目

的
志
向
型
の
総
合
的
・
戦
略
的
な
社

会
資
本
整
備
を
一
層
進
め
、
沖
縄
の

優
位
性
を
最
大
限
発
揮
し
た
特
色
あ

る
地
域
と
し
て
の
整
備
を
推
進
す
べ

き
と
し
て
い
ま
す
。 

・
保
健
医
療
体
制
の
整
備
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
取
組 

　
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
を
踏
ま
え
、

医
師
確
保
を
は
じ
め
と
す
る
保
健
医

療
体
制
の
整
備
や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
推
進
等
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
取
組
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 
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沖縄振興計画の後期展望について 

・
「
量
」
か
ら
「
質
」
へ
、
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
か
ら
ア
ウ
ト
カ
ム
を

踏
ま
え
た
施
策
へ 

　
施
策
・
事
業
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
単
純
な
水
準
の
向
上
だ
け

を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
い
か
に

自
立
型
経
済
の
構
築
や
県
民
生
活

の
向
上
、
持
続
的
発
展
に
寄
与
す

る
か
を
踏
ま
え
る
べ
き
で
す
。
さ

ら
に
、
実
施
し
た
施
策
・
事
業
に

つ
い
て
、
政
策
評
価
と
そ
れ
に
基

づ
く
不
断
の
見
直
し
を
行
う
べ
き

で
す
。 

・
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
２５
」
も
踏

ま
え
た
取
組 

　
政
府
に
お
い
て
は
、
成
長
に
貢

献
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
造

の
た
め
の
長
期
的
戦
略
指
針
（
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
２５
）
を
策
定
中
で

あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
取
組
が

必
要
で
す
。 

・
人
材
の
育
成 

　
振
興
の
基
本
と
な
る
の
は
人
材

で
あ
り
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て

人
材
の
育
成
、
確
保
に
努
め
る
べ

き
で
す
。
特
に
若
者
を
対
象
と
し

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
職
業
教
育
を

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

・
多
様
な
担
い
手
と
の
協
働 

　
特
に
産
業
振
興
や
環
境
と
い
っ

た
分
野
に
お
い
て
は
、
民
間
企
業

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
果
た
す
役
割
は

大
き
く
、
こ
う
し
た
多
様
な
担
い

手
と
の
協
働
の
仕
組
み
を
一
層
活

用
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

・
沖
縄
ら
し
さ
を
活
か
し
た
県
づ

く
り 

　
沖
縄
の
最
大
の
魅
力
で
あ
る
自
然
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
文
化
は
、
い

っ
た
ん
失
わ
れ
れ
ば
取
り
戻
す
の

が
極
め
て
困
難
な
も
の
で
あ
り
、

自
然
環
境
や
景
観
に
一
層
配
慮
し
、

沖
縄
ら
し
さ
を
活
か
し
た
県
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

    

　
沖
縄
の
本
土
復
帰
か
ら
35
年
を

迎
え
ま
す
が
、
後
期
展
望
で
も
記

述
さ
れ
て
い
る
通
り
、
沖
縄
振
興

計
画
の
目
指
す
自
立
型
経
済
の
構

築
は
未
だ
道
半
ば
で
す
。 

　
国
と
し
て
は
、
今
回
の
後
期
展

望
を
踏
ま
え
、
沖
縄
県
民
の
自
立
的
・

主
体
的
な
取
組
を
支
援
し
、
自
立

型
経
済
の
構
築
と
豊
か
な
地
域
社

会
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

後
期
展
望
を
踏
ま
え
た
 

国
の
取
組
 

4

沖縄県知事 仲井眞　弘　多 

沖縄県議会議長 仲　里　利　信 

沖縄県の市町村長を代表する者（２名）  

那覇市長（市長会会長） 翁　長　雄　志 

嘉手納町長（町村会会長） 宮　城　篤　実 

沖縄県の市町村議会の議長を代表する者（２名）  

那覇市議会議長（市議会議長会会長） 久　高　将　光 

八重瀬町議会議長（町村議会議長会会長)  神　谷　信　吉 

学識経験のある者（１４名以内）  

沖縄県農業協同組合代表理事理事長 赤　嶺　　　勇 

琉球大学理事・副学長 嘉　数　　　啓 

株式会社日本航空常任顧問 兼　子　 　 勲 

東京大学先端科学技術研究センター客員教授 黒　川　　　清 

（財）計量計画研究所理事長 黒　川　　　洸 

お茶の水女子大学教授 篠　塚　英　子 

早稲田大学総長 白　井　克　彦 

協和発酵工業株式会社技術顧問 手　柴　貞　夫 

(財)おきなわ女性財団前常務理事 友　利　敏　子 

沖縄県商工会議所連合会会長 儀　間　紀　善 

（株）ティオーエムファクトリー取締役 野 　中   ともよ 

浦添市てだこホール館長 比　嘉　悦　子 

琉球大学助教授 藤　田　陽　子 

PwCアドバイザリー株式会社マネージングディレクター 　大　澤　　真 

株式会社サンエー代表取締役会長 　折　田　譲　治 

琉球大学理事・副学長  ＊嘉　数　　啓 

有限会社沖縄長生薬草本社代表取締役 　下　地　清　吉 

沖縄県離島振興協議会会長、座間味村長 　仲　村　三　雄 

沖縄国際大学教授 　野　崎　四　郎 

株式会社ビジネスランド代表取締役 　渕　辺　美　紀 

沖縄電力株式会社理事 　与　儀　朝　栄 

［沖縄振興審議会委員名簿］ ［沖縄振興審議会総合部会専門委員会名簿］ 

　　（五十音順）  以上8名 
 

注）１　＊は、総合部会からの参加 
　　２　本名簿は後期展望とりまとめ時のものです。 

注）１　◎印は会長、　○印は総合部会長、＊印は部会委員 
　　２　本名簿は後期展望とりまとめ時のものです。 

内閣府 

＊ 

○ 

＊ 

 

◎ 

 

 

＊ 

 

 

＊ 



06

  

　
個
人
消
費
を
み
る
と
、
百
貨
店
は
、

身
の
回
り
品
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

主
要
ス
ー
パ
ー
は
、
主
力
の
飲
食
料

品
が
堅
調
な
こ
と
や
新
規
出
店
効
果

か
ら
、
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
、
店
舗
数

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
前
年
を

上
回
っ
て
い
る
。 

　
耐
久
消
費
財
の
動
向
を
み
る
と
、

  

　
観
光
入
込
客
数
は
、
航
空
会
社
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
効
果
、
新
規
参
入
路

線
の
増
加
も
あ
り
、
10
月
以
降
６
ヶ

月
連
続
で
前
年
を
上
回
り
、
同
月
過

去
最
高
を
記
録
し
た
。 

　
主
要
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
客
室

稼
働
率
、
客
室
単
価
と
も
に
前
年
を

上
回
っ
て
い
る
。
観
光
関
連
施
設
入

場
者
数
は
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
観
光
は
引
き
続
き

好
調
に
推
移
し
て
い
る
。 

　
先
行
き
に
つ
い
て
も
、
予
約
状
況

は
順
調
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

  

　
有
効
求
人
倍
率
は
、
こ
の
と
こ
ろ

低
下
し
て
い
る
。
一
方
、
新
規
求
職

申
込
件
数
は
引
き
続
き
減
少
し
て
お

り
、
新
規
求
人
数
が
こ
の
と
こ
ろ
減

少
し
て
い
る
な
か
、
県
内
就
業
向
け

求
人
に
つ
い
て
は
順
調
に
推
移
し
て

い
る
。
ま
た
、
県
外
か
ら
の
受
求
人

数
は
引
き
続
き
増
加
し
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
雇
用
情
勢
は
緩
や

か
に
改
善
し
て
い
る
。 

沖
縄
経
済
は
回
復 

沖
縄
経
済
は
、
観
光
が
引
き
続
き
好
調
に
推
移
し
、
個
人
消
費
は
順
調
、 

住
宅
建
設
は
引
き
続
き
好
調
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
体
と
し
て
は
回
復
し
て
い
ま
す
。 

 

総括判断 
H19年1月 

緩やかな回復が続いている 

H19年4月 

回復している 

前回との比較 

順
調
と
な
っ
て
い
る 

引
き
続
き
好
調
に
推
移 

緩
や
か
に
改
善 

■
住
宅
建
設  

住
宅
建
設
を
新
設
住
宅
着

工
戸
数
で
み
る
と
、
持
家
、
貸
家
、
分
譲

い
ず
れ
も
前
年
を
上
回
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
好
調
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。        

        

■
設
備
投
資
　
18
年
度
の
設
備
投
資
実
績

見
込
み
額
を
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
（

19
年
１
〜
３
月
期
）
で
み
る
と
、
全
産
業

で
は
34
・
０
％
の
増
加
と
前
年
度
を
上
回

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。 

■
公
共
事
業
　
公
共
事
業
の
動
向
を
み
る

と
、
公
共
工
事
前
払
金
保
証
請
負
額
は
、

こ
の
と
こ
ろ
持
ち
直
し
て
い
る
も
の
の
、

前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。 

 

■
生
産
活
動
　
生
産
活
動
を
み
る
と
、
窯

業
・
土
石
で
は
、
民
需
向
け
が
順
調
な
ほ

1
財務部 

Point
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家
電
販
売
は
、
薄
型
テ
レ
ビ
や
白
物

家
電
が
好
調
な
こ
と
か
ら
、
前
年
を

上
回
っ
て
い
る
。
新
車
販
売
は
、
軽

自
動
車
は
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
も

の
の
、
普
通
乗
用
車
及
び
小
型
乗
用

車
は
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。
中
古

車
販
売
は
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
個
人
消
費
の
動
き

は
順
調
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

■大型小売店等販売額、家電卸売額、新車登録台数（前年比） 

■主要ホテルの客室稼働率（前年差）、客室単価（前年比） ■観光入込客数（前年比） 

■有効求人倍率 ■新規求人数、県外からの受求人数（前年比） 

か
、
官
公
需
向
け
も
動
き
が
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
金
属
製

品
で
は
、
県
外
向
け
等
で
動
き
が
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
食

料
品
で
は
、
食
肉
加
工
品
は
県
外
向
け
が

順
調
な
も
の
の
、
酒
類
は
県
外
向
け
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
前
年
を
下
回

っ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
生
産
活
動
は
弱
含
み
な

が
ら
一
部
に
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ

る
。 

 

■
企
業
収
益
　
　
経
常
利
益
を
法
人
企
業

景
気
予
測
調
査
（
19
年
１
〜
３
月
期
）
で

み
る
と
、
18
年
度
下
期
は
、
製
造
業
、
非

製
造
業
と
も
「
減
益
」
と
み
て
い
る
こ
と

か
ら
、
全
産
業
で
は
０
・
６
％
の
「
減 

益
」
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。 

　
18
年
度
通
期
は
、
製
造
業
、
非
製
造
業

と
も
「
増
益
」
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
産
業
で
は
５
・
１
％
の
「
増
益
」
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。 

 

■
企
業
の
景
況
感
　
法
人
企
業
景
気
予
測

調
査
（
19
年
１
〜
３
月
期
）
の
景
況
判
断

B
S
I
で
み
る
と
、
製
造
業
で
は
、
「
下

降
」
と
す
る
企
業
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
「
上
昇
」
超
幅
が
縮
小
し
て
い
る
。

非
製
造
業
で
は
、
運
輸
な
ど
で
「
上
昇
」

と
す
る
企
業
が
増
加
し
て
い
る
一
方
、
建

設
な
ど
で
「
下
降
」
と
す
る
企
業
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
下
降
」
超
幅
が

ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
結
果
、
全
産
業
で
は
、
「
上
昇
」

と
「
下
降
」
の
均
衡
か
ら
「
下
降
」
超
に

転
じ
て
い
る
。 

SHIGOTONO*MADO1 2 3

4 5 6

7 8 9

管内経済情勢報告（平成１９年4月） 
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農
林
水
産
物
等
の
輸
出
促
進
に
向
け
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
組
を
開
始  

 

SHIGOTONO*MADO

2
農林水産部 

沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
は
、昨
年
１１
月
に
沖
縄
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
促
進
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、農
林
水
産
物
等
の
輸

出
促
進
に
向
け
た
取
組
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、平
成
１９
年
３
月
２６
日
（
月
）
に
「
農
林
水
産
物
等

輸
出
促
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
沖
縄
県
水
産
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

1 2 3

Point

4 5 6

7 8 9

　
沖
縄
に
お
け
る
農
林
水
産
物
・
食

品
の
輸
出
は
、
モ
ズ
ク
等
が
少
量
輸

出
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
り
、
そ
の

取
組
は
ま
だ
限
ら
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
に
お
い
て
は
、
関
係
者
の
農

林
水
産
物
等
輸
出
促
進
に
係
る
普
及

啓
発
を
目
的
と
し
て
、
４
人
の
講
師

を
迎
え
て
、
①
全
国
に
お
け
る
農
林

水
産
物
輸
出
の
現
状
等
、
②
輸
出
先

と
し
て
期
待
さ
れ
る
東
ア
ジ
ア
諸
国

の
状
況
、
③
水
産
物
輸
出
の
先
駆
的

取
組
事
例
、
そ
し
て
④
輸
出
に
取
り

組
む
に
あ
た
り
不
可
欠
な
食
品
安
全

管
理
に
つ
い
て
、
講
演
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。 

  　  

  

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
国
際
部
国
際
経
済
課 

輸
出
促
進
室
課
長
補
佐
　
高
橋
一
成 

氏  

　
農
林
水
産
物
等
の
輸
出
促
進
に
つ

い
て
は
、
昨
年
９
月
の
総
理
の
所
信

表
明
演
説
で
、
平
成
25
年
に
輸
出
額

を
１
兆
円
規
模
と
す
る
目
標
が
示
さ
れ
、

農
林
水
産
省
の
重
点
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
背
景
に
は
、
攻
め
の
姿
勢
で
農
林

水
産
物
等
の
輸
出
の
取
組
を
後
押
し

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
農
山
漁
村

の
閉
塞
感
を
打
破
し
、
農
林
水
産
業

の
明
る
い
展
望
を
切
り
拓
い
て
い
く

と
い
う
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の

こ
と
が
ひ
い
て
は
食
料
安
全
保
障
に

も
資
す
る
も
の
で
あ
る
。  

　
農
林
水
産
省
と
し
て
は
、
輸
出
に

取
り
組
む
者
の
段
階
に
応
じ
様
々
な

支
援
策
を
講
じ
て
お
り
、
沖
縄
に
お

い
て
も
ぜ
ひ
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
輸

出
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。  

 

農
林
水
産
物
輸
出
を
め
ぐ
る 

現
状
と
取
組
等 

●世界的な日本食ブームやアジア諸国の所得水準の向上を好機ととらえ、
攻めの農政の重要な柱の一つとして、我が国の高品質な農産物の輸出促
進に向けた戦略的な取組を実施しているところ。(小泉政権では５年で輸
出額の倍増目標を設定) 
●安倍政権においては、この取組を更に加速させ、平成２５年までに輸出額
１兆円規模を目指す。 

農林水産物等の輸出拡大目標  
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株
式
会
社
日
通
総
合
研
究
所 

研
究
員
　
町
田
一
兵 

氏  

　
日
本
の
農
林
水
産
物
、
特
に
輸
出

額
の
40
％
強
を
占
め
る
水
産
物
に
つ

い
て
、
中
国
、
韓
国
、
香
港
、
台
湾

の
東
ア
ジ
ア
４
カ
国
・
地
域
に
お
け

る
需
要
状
況
を
分
析
し
た
。
こ
の
４

カ
国
・
地
域
で
、
日
本
の
水
産
物
輸

出
量
の
66
％
、
輸
出
額
の
40
％
を
占

め
て
お
り
、
重
要
な
輸
出
先
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
４
カ
国
・
地
域
の
中

で
は
、
中
国
及
び
韓
国
へ
の
輸
出
が

多
く
、
中
で
も
近
年
中
国
へ
の
輸
出

が
伸
び
て
い
る
。  

　
中
国
に
お
い
て
は
、
近
年
、
経
済

発
展
に
よ
り
、
特
に
沿
岸
部
を
中
心

に
富
裕
層
が
生
ま
れ
て
き
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
富
裕
層
は
中
国
産
以
外
の

も
の
（
輸
入
物
）
へ
の
指
向
が
強
い

こ
と
か
ら
、
日
本
産
農
林
水
産
物
等

の
輸
出
の
重
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な

り
得
る
。  

　
ま
た
、
最
近
、
中
国
で
は
食
品
安

全
に
対
す
る
意
識
が
向
上
し
て
お
り
、

日
本
の
食
品
は
安
全
と
の
評
価
に
よ

り
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
浸
透
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
高
価
格
設
定
が
可
能
で
あ
り
、

大
量
で
は
な
く
少
量
の
輸
出
で
も
い

い
の
で
高
品
質
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本

文
化
と
セ
ッ
ト
で
輸
出
す
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。  

　
一
方
、
課
題
と
し
て
、
中
国
で
は

冷
凍
、
冷
蔵
設
備
が
十
分
で
は
な
い

こ
と
、
曖
昧
な
商
慣
行
に
よ
る
代
金

支
払
い
、
外
国
か
ら
の
参
入
規
制
、

地
方
保
護
主
義
等
が
挙
げ
ら
れ
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
信

頼
で
き
る
現
地
の
有
力
な
業
者
と
の

連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。 

　  

        

   

社
団
法
人
松
浦
魚
市
場
協
会 

会
長
理
事
　
宮
本
啓
司 

氏 

　
長
崎
県
松
浦
市
で
は
、
ア
ジ
、
サ

バ
が
多
く
漁
獲
さ
れ
て
い
る
が
、
漁

獲
さ
れ
る
サ
バ
の
72
％
を
占
め
る
小

型
サ
バ
は
、
価
格
が
安
く
養
殖
魚
の

餌
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
輸
入
サ
バ
の
増
加
に
よ
り
単

価
が
下
落
傾
向
と
な
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
中
国
向
け
に
輸
出
の
取
組
み
を

始
め
た
。  

　
取
組
み
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
を
巻
き
込
み
「
輸
出
入
促
進
協

議
会
」
を
設
立
し
、
友
好
関
係
の
構

築
や
文
化
交
流
も
含
め
て
取
り
組
ん

で
き
た
。
ま
た
、
中
国
大
連
の
魚
市

場
に
お
い
て
独
自
に
市
場
調
査
を
行

っ
た
結
果
、
魚
食
が
普
及
し
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
り
、
魚
食
普
及
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
料
理
法
の
紹
介
を
行

っ
て
き
た
。  

　
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
平
成
18

年
の
輸
出
実
績
は
１
７
３
千
ト
ン
、

１
１
７
億
円
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

国
内
産
の
７
割
を
占
め
る
小
型
サ
バ

の
45
％
が
輸
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

国
内
の
サ
バ
価
格
の
上
昇
や
、
需
給

調
整
に
も
貢
献
し
て
い
る
。  

　
沖
縄
で
輸
出
に
取
り
組
む
に
当
た

っ
て
も
、
中
心
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
を

育
て
る
こ
と
の
ほ
か
、
食
文
化
の
交

流
が
重
要
で
あ
り
、
沖
縄
の
地
域
風
土
・

文
化
と
セ
ッ
ト
で
、
ま
ず
は
民
間
交

流
す
る
と
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て
み

て
は
ど
う
か
。  

　  

   

財
団
法
人
日
本
品
質
保
証
機
構
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
部
門 

推
進
セ
ン
タ
ー
課
長
　
大
藤
国
春 

氏 

　
食
品
安
全
の
リ
ス
ク
管
理
手
法
と

し
て
は
、H

A
C
C
P

（
危
害
分
析
・
重

要
管
理
点
）
の
手
法
が
有
名
で
あ
り
、

H
A
C
C
P

は
各
国
に
お
い
て
採
用
さ
れ

て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
各
国

のH
A
C
C
P

に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
は
非
常

に
非
効
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

①
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要
性
、

②
国
際
貿
易
に
お
け
る
整
合
性
を
確

保
し
た
食
品
安
全
の
国
際
規
格
と
し

てIS
O
22000

が
提
案
さ
れ
、
平
成
17

年
９
月
に
発
効
し
た
。 

　IS
O
22000

は
、
コ
ー
デ
ッ
ク
ス

H
A
C
C
P

の
指
針
で
あ
る
７
原
則
12
手

順
を
す
べ
て
含
ん
で
い
る
ほ
か
、

ISO
9001

の
製
品
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に

一
定
の
水
準
で
継
続
し
て
運
用
で
き
る

か
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を

取
り
入
れ
た
食
品
安
全
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
特

徴
と
し
て
、
経
営
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
農
場

か
ら
食
卓
ま
で
の
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
規
格
で

あ
る
。  

　
今
後
、
農
林
水
産
物
・
食
品
を
輸

出
に
す
る
際
に
は
、IS

O
22000

が
避

け
て
は
通
れ
な
い
パ
ス
ポ
ー
ト
的
な

規
格
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。 

SHIGOTONO*MADO1 2 3

4 5 6

7 8 9

輸
出
先
と
し
て
期
待
さ
れ
る 

東
ア
ジ
ア
諸
国
の
農
林
水
産 

物
等
需
要
の
状
況 

水
産
物
輸
出
の
先
進
事
例
紹
介 

（
小
型
サ
バ
の
中
国
輸
出
の
取
組
事
例
） 

食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
国
際 

規
格IS

O
22000

の
概
説
と 

食
品
輸
出
お
け
る
有
効
性
に
つ
い
て 
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バ
イ
オ
燃
料
の
利
活
用
拡
大
に
向
け
て 

SHIGOTONO*MADO

3
農林水産部 

平
成
１９
年
３
月
２８
日
、
バ
イ
オ
燃
料
の
利
活
用
拡
大
に
向
け
た
取
組
の
さ
ら
な
る
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

今
年
で
４
回
目
と
な
る
「
沖
縄
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
昨
年
３
月
に
新
た
な
「
バ
イ
オ
マ
ス
・

ニ
ッ
ポ
ン
総
合
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
、

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
よ
り
一
層
の

推
進
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
に
は
、
総
理
が
、
国
内

の
ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
の
１
割
程
度
の

6
0
0
万
Ｋ
Ｌ
ま
で
バ
イ
オ
燃
料
の

生
産
拡
大
を
目
指
す
と
表
明
さ
れ
、
こ

れ
を
受
け
本
年
２
月
に
は
2
0
3
0
年

頃
を
目
標
と
し
た
工
程
表
が
策
定
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
こ
う
し
た
動
き
を
踏
ま
え
、今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
は
「
バ
イ
オ
燃
料
の
利
活
用
拡
大

に
向
け
て
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
初
に
、農
林
水
産
省
の
長
峰
氏
か
ら
、

「
国
産
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
拡
大
と
支
援

策
」
と
題
し
、我
が
国
に
お
け
る
バ
イ
オ

燃
料
を
め
ぐ
る
情
勢
、政
府
の
支
援
策
、

国
産
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
拡
大
に
向
け

た
工
程
表
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
次
に
、三
井
物
産
㈱
の
宇
野
氏
か
ら
、

「
世
界
の
バ
イ
オ
燃
料
利
用
の
状
況
と
今

後
の
展
開
」
と
題
し
て
、各
国
・
地
域
に

お
け
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
と
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
の
状
況
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
最
後
に
先
進
地
の
事
例
紹
介
が
あ
り
、

ま
ず
、ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
の
飯
島
氏
か
ら

事
業
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

同
社
は
、伊
江
村
に
お
い
て
、従
来
ど
お

り
の
量
の
粗
糖
製
造
を
行
う
と
同
時
に

安
価
に
エ
タ
ノ
ー
ル
も
製
造
で
き
る
モ
デ

ル
を
実
証
す
る
こ
と
を
目
指
し
、実
証
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

ま
ず
、高
バ
イ
オ
マ
ス
量
さ
と
う
き
び
を

１
回
結
晶
化
し
粗
糖
を
製
造
し
た
後
の

糖
み
つ
か
ら
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
製
造
し
、

さ
ら
に
、こ
れ
を
原
料
に
製
造
し
た
Ｅ
３

ガ
ソ
リ
ン
を
、伊
江
村
の
公
用
車
で
使
用

す
る
走
行
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
引
き
続
き
、㈱
レ
ボ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
の
越
川
氏
か
ら
事
業
概
要
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
同
社
は
、京
都
市
な

ど
に
お
い
て
、飲
食
店
や
一
般
家
庭
か
ら

回
収
し
た
廃
食
用
油
を
原
料
と
し
て
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
製
造
し
、ご
み

収
集
車
の
燃
料
等
と
し
て
供
給
す
る
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
講
師
の
説
明
を
踏

ま
え
、 

・
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
拡
大
に
つ
い
て
、

生
産
過
程
で
必
要
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
を
ど
う
考
え
る
の
か 

・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
の
実
証
事
業
に
お
い

て
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
高
バ

イ
オ
マ
ス
量
さ
と
う
き
び
に
つ
い
て
、従

来
種
の
さ
と
う
き
び
と
同
様
の
工
程

で
製
糖
し
た
場
合
、製
糖
量
は
ど
の
程

度
増
加
す
る
の
か 

等
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
沖
縄
は
、
自
然
の
美
し
さ
を
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
観
光
立
県
で
、

か
つ
、
海
に
囲
ま
れ
た
閉
鎖
的
な
島

嶼
県
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
源
循

環
に
向
け
た
取
組
が
他
県
に
も
増
し

て
重
要
で
す
。 

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
今
後
も

引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
や
各
種
支
援
策
に
よ
り
、
バ
イ

オ
燃
料
を
始
め
と
す
る
バ
イ
オ
マ
ス

利
活
用
の
取
組
を
後
押
し
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

1 2 3

Point

4 5 6

7 8 9
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経済産業部 
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
等
の
集
積
に
向
け
て 

 

　
情
報
通
信
産
業
は
、
沖
縄
振
興
計

画
（
後
期
展
望
）
に
お
い
て
、
こ
れ
か

ら
の
沖
縄
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
分
野
で
す
。
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
関
連
企
業

の
沖
縄
進
出
は
現
在
百
社
を
超
え
、
累

計
一
万
人
以
上
の
雇
用
創
出
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
始
め

と
し
て
沖
縄
に
お
け
る
人
件
費
の
安
さ

を
生
か
し
、
進
出
し
た
企
業
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
後
は
よ
り
高
度
な
価

値
創
出
型
の
産
業
創
出
・
集
積
に
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
沖
縄
は
、
地
震
が
少
な
い
等
の
地
理

的
特
性
に
か
ん
が
み
て
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
Ｂ
Ｃ
」
と
い
う
）
や

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
Ｄ
Ｃ
」
と
い

う
）
の
適
地
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
集

積
し
た
デ
ー
タ
を
加
工
・
分
析
し
て
企

業
活
動
に
お
け
る
経
営
資
源
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
振
興
に
資

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
経
済
産
業

省
が
政
府
と
し
て
初
め
て
災
害
時
対
応

情
報
シ
ス
テ
ム
を
沖
縄
に
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
運
用
に
併
せ
て
、
沖
縄
が
優
位

と
さ
れ
る
Ｄ
Ｃ
・
B
C
設
置
条
件
の
内

外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
今
後
の
Ｄ
Ｃ
・
B
C

事
業
に
係
る
政
府
及
び
民
間
企
業
か
ら

の
受
託
等
に
弾
み
を
つ
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、「
沖
縄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
構

想
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
基
調
講
演
と
し
て
、
平
井
た
く
や
前

内
閣
府
大
臣
政
務
官
の
「
フ
ラ
ッ
ト
化

す
る
社
会
と
Ｉ
Ｔ
リ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と

題
し
た
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
の

佐
伯
情
報
シ
ス
テ
ム
厚
生
課
長
に
よ
る

「
経
済
産
業
省
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
課
題

に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
に
お
い
て
は
、

企
業
の
事
業
継
続
性
の
確
保
の
た
め
に

Ｄ
Ｃ
・
B
C
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
記
念
講
演
と
し
て
、
長

岡
技
術
科
学
大
学
渡
辺
助
教
授
よ
り
「
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
設
置
に
関
す
る
沖
縄

の
優
位
性
」
に
つ
い
て
、
大
規
模
地

震
発
生
リ
ス
ク
の
低
さ
の
み
で
は
な
く
、

Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
、
人
材
育
成
の
強
化

な
ど
沖
縄
の
強
み
の
紹
介
が
あ
り
、

更
な
る
優
位
性
を
目
指
す
た
め
の
提

案
も
な
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

お
い
て
は
、
沖
縄
に
Ｄ
Ｃ
を
設
置
、
運

営
又
は
Ｄ
Ｃ
人
材
を
育
成
し
て
い
る
企

業
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
カ
ル
ビ
ー

㈱
戦
略
グ
ル
ー
プ
Ｉ
Ｔ
企
画
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
梶
ヶ
野
恭
行
氏
、
㈱
ビ
ッ
ク
二
イ
ウ

ス
代
表
取
締
役
社
長
小
森
彦
太
郎
氏
、

フ
ァ
ー
ス
ト
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

株
式
代
表
取
締
役
副
社
長
上
原
稲
一
氏
、

沖
縄
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
㈱
代
表
取
締
役
社
長

新
居
昭
生
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、

積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。 

　
そ
の
中
で
、
沖
縄
を
Ｂ
Ｃ
か
ら
メ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
へ
移
行
す
る
計
画
が
あ
る
こ
と
、

金
融
機
関
か
ら
Ｄ
Ｃ
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
人
材
育

成
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

Ｄ
Ｃ
・
Ｂ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
が
具
体
的
に
展

開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
提
言
さ
れ
、

議
論
さ
れ
た
こ
と
が
広
く
周
知
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
沖
縄
が
日
本
有
数
の
Ｄ

Ｃ
・
Ｂ
Ｃ
集
積
地
と
な
り
、
今
後
の
産

業
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

経
済
産
業
部
で
は
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
設
置
に
関
す
る
沖
縄
の
優
位
性
に
つ
い
て
、
県
内
外
へ
ア
ピ
ー
ル
し
、
今
後
の

政
府
及
び
民
間
企
業
か
ら
の
受
託
等
に
弾
み
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
沖
縄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
構
想
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。 

Point

SHIGOTONO*MADO1 2 3

4 5 6

7 8 9 4
沖
縄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
構
想
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　
　
　
〜
経
済
産
業
省
沖
縄
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
サ
イ
ト
運
用
開
始
記
念
イ
ベ
ン
ト
〜 
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技
術
移
転
に
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
産
学
官
が
連
携
し
、新
事
業
創
出
へ
〜 

SHIGOTONO*MADO

5
経済産業部 

沖
縄
産
学
官
連
携
推
進
協
議
会
は
、
大
学
等
の
技
術
シ
ー
ズ
の
移
転
を
促
進
す
る
た
め
、 

第
2
回
沖
縄
産
学
官
連
携
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
財
政
依
存
の
高
い
沖
縄
経
済
が
自
立

型
の
経
済
を
実
現
す
る
に
は
、新
規
事
業

を
継
続
的
に
創
出
す
る
環
境
づ
く
り
が

不
可
欠
で
、地
域
の
優
位
性
を
最
大
限

に
発
揮
し
な
が
ら
成
長
す
る
こ
と
が
重

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
新
規
事
業
を
創
出
し
て
い
く

に
は
、新
し
い
技
術
や
知
恵
を
合
わ
せ
た

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要（
ニ
ー
ズ
）と

さ
れ
、大
学
を
始
め
と
し
た
高
等
教
育

研
究
機
関
や
公
設
試
験
研
究
機
関
等
で

生
み
出
さ
れ
る
知
的
財
産
や
ノ
ウ
ハ
ウ（
技

術
シ
ー
ズ
）を
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
で
い
か
に
有

効
活
用
す
る
か
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
沖
縄
産
学
官
連
携
推
進
協
議
会（
琉

球
大
学
、
内
閣

府
沖
縄
総
合
事

務
局
経
済
産
業
部
、

沖
縄
県
及
び
社

団
法
人
沖
縄
県

工
業
連
合
会
で

構
成
）
は
、こ
の

よ
う
な
技
術
シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
等
産
学
官
連
携
に
資
す
る
情
報
の
提

供
や
産
学
官
の
交
流
促
進
の
担
い
手
と

し
て
平
成
14
年
に
設
立
し
た
組
織
で
す
。

今
般
、技
術
移
転
を
促
進
す
る
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、「
第
二
回
沖
縄
産
学
官

連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
3
月
19
日（
月
）に

開
催
し
ま
し
た
。
産
学
官
の
連
携
に
関

す
る
政
府
の
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
と
し
た

基
調
講
演
を
始
め
、大
学
や
公
設
試
験

研
究
機
関
等
で
生
み
出
さ
れ
た
技
術
シ

ー
ズ
の
発
表
、健
康
食
品
関
連
や
人
材
育

成
関
連
業
界
か
ら
の
人
材
育
成
事
業
報

告
、技
術
開
発
等
支
援
制
度
の
説
明
な

ど
盛
り
沢
山
の
内
容
に
、約
2
8
0
名
の

方
々
が
沖
縄
県
内
外
か
ら
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
具
体
的
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

  フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容 

　
文
部
科
学
省
研
究
振
興
局
研
究
環
境
・

産
業
連
携
課
技
術
移
転
推
進
室
長
井

上
卓
己
氏
が
「
産
学
連
携
と
大
学
等
の

役
割
」
、経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境

局
大
学
連
携
推
進
課
課
長
補
佐
白
井

基
晴
氏
が
「
地
域
に
お
け
る
産
業
人
材

の
育
成
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、そ
れ
ぞ
れ
基

調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

　
産
学
官
が
連
携
し
た 

　
人
材
育
成
の
事
例
発
表 

　
琉
球
大
学
に
お
け
る
産
学
官
連
携
の

Ｉ
Ｔ
人
材
養
成
事
業
、健
康
食
品
人
材

育
成
、金
融
人
材
育
成
、ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
、市
町
村
政
策
形
成
能
力
向
上
の
七

事
例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
産
学
官
共
同
研
究
等
の 

　
公
募
事
業
説
明
会
等 

　
沖
縄
県
及
び
財
団
法
人
沖
縄
県
産
業

振
興
公
社
か
ら
、産
学
官
共
同
研
究
推

進
事
業
「
沖
縄
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事

業
」
の
公
募
に
つ
い
て
、ま
た
当
局
経
済

産
業
部
か
ら
、「
地
域
支
援
活
用
型
研

究
開
発
事
業（
委
託
費
）」
、「
地
域
新
生

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
開
発
事
業（
委
託
費
）」
、

「
地
域
新
規
産
業
創
造
技
術
開
発
費
補
助

事
業（
補
助
金
）」
お
よ
び
、「
中
小
企
業
・ベ

ン
チ
ャ
ー
挑
戦
支
援
事
業
の
う
ち
実
用
化

研
究
開
発
事
業（
補
助
金
）」
に
つ
い
て
、説

明
会
及
び
相
談
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
シ
ー
ズ
発
表
等 

　
産
業
界
か
ら
は
健
康
関
連
分
野
、情
報

関
連
分
野
、環
境
関
連
分
野
、農
産
関
連

分
野
及
び
製
造
加
工
関
連
分
野
の
関
係
者

か
ら
一
七
の
シ
ー
ズ
発
表
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、大
学
等
か
ら
は
琉
球
大
学
、

沖
縄
能
力
開
発
大
学
校
、国
立
沖
縄
工
業

高
等
専
門
学
校
、沖
縄
大
学
、沖
縄
国
際

大
学
、沖
縄
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
及
び
九
州

沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ー

ズ
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
　 

　
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
産
学
官
連
携
に
関
す
る

沖
縄
管
内
で
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、参

加
者
の
関
心
も
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、大
学
等
の
技
術
シ
ー
ズ
が
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
実
を
結
ぶ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

1 2 3

Point

4 5 6

7 8 9
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経済産業部 
　
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、人
間
の
創
造
的
活
動

に
よ
り
生
み
出
さ
れ
、消
費
者
に
様
々

な
教
養
や
娯
楽
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、消
費
者
の
豊
か
な
生
活
の
実
現
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、我
が
国
の
将
来
を
見
据
え
た

知
的
財
産
戦
略
に
お
い
て
も
、も
の
づ

く
り
に
加
え
、技
術
、デ
ザ
イ
ン
、ブ
ラ

ン
ド
や
音
楽
、映
画
等
の
無
形
資
産
で

あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
経
済
活
動
の
基
盤

に
据
え
る
こ
と
に
よ
り
、我
が
国
経
済
・

社
会
の
新
た
な
発
展
を
図
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。 

　
沖
縄
は
独
自
の
歴
史
に
よ
り
育
ま

れ
た
特
有
の
音
楽
・
文
化
や
美
し
い
サ

ン
ゴ
礁
、さ
と
う
き
び
畑
や
赤
瓦
屋
根

の
残
る
集
落
と
い
っ
た
自
然
・
景
観
を

題
材
と
し
た
映
画
、テ
レ
ビ
番
組
が
全

国
的
に
注
目
さ
れ
る
な
ど
、コ
ン
テ
ン
ツ

に
お
け
る
素
材
の
宝
庫
と
な
っ
て
お
り
、

コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
産

業
に
大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、経
済
産
業
部
で
は
、

平
成
18
年
９
月
１
日
付
け
で
コ
ン
テ
ン

ツ
産
業
支
援
室
を
設
置
し
、沖
縄
に
お

け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
振
興
体
制
を

強
化
し
ま
し
た
。 

　
平
成
18
年
度
に
お
い
て
は
、沖
縄
コ

ン
テ
ン
ツ
産
業
の
発
展
支
援
策
を
検
討

す
る
、「
美
ら
沖
縄
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の

支
援
策
調
査
事
業
」
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、そ
の
成
果
の
発
表
及
び
今
後

の
沖
縄
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
育
成
を
支

援
す
る
た
め
、平
成
19
年
３
月
６
日（
火
）

に
那
覇
市
の
桜
坂
劇
場
に
お
い
て
、美

ら
沖
縄
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
支
援
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム「
沖
縄
の
音
楽
・
映
像
産
業
の

発
展
に
向
け
て
〜
自
ら
の
手
で
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
の
発
展
を
〜
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

　
当
日
は
、り
ん
け
ん
バ
ン
ド
の
リ
ー
ダ

ー
で
あ
り
㈱
ア
ジ
マ
ァ
代
表
取
締
役
社

長
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
照
屋
林

賢
氏
に
よ
る
「
沖
縄
発
音
楽
・
映
像
産

業
の
新
た
な
展
開
」
と
題
し
て
の
基
調

講
演
の
後
、一
橋
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
の
武
石
彰
氏
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、照
屋
林
賢
氏
、

㈱
ク
ラ
ン
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
真
喜
屋
力
氏
、㈱
に
・
よ
ん
・
な
な
・

み
ゅ
ー
じ
っ
く
代
表
取
締
役
の
丸
山
茂

雄
氏
、㈱
Ｍ
Ｐ
Ｄ
の
ソ
フ
ト
営
業
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
三
木
孝
浩
氏
を
パ
ネ
ラ
ー

に
迎
え
、沖
縄
の
音
楽
・
映
像
産
業
の

発
展
に
向
け
て
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
り
ん

け
ん
バ
ン
ド
の
上
原
知
子
氏
が
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
す
る
二
人
組
の
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
御

花
組（
み
は
な
ぐ
み
）」の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ

イ
ブ
を
行
い
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に（
文
字

通
り
）花
を
添
え
ま
し
た
。 

　
今
後
は
映
画
・
音
楽
以
外
の
コ
ン
テ

ン
ツ（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
等
）に
つ
い
て
も
適

宜
サ
ポ
ー
ト
し
、沖
縄
に
お
け
る
人
材

の
育
成
、情
報
の
発
信
等
コ
ン
テ
ン
ツ
産

業
の
基
盤
強
化
に
更
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

※
コ
ン
テ
ン
ツ
＝
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
上
で
流

通
す
る
映
像
、
音
楽
、
ゲ
ー
ム
、
図
書
な

ど
、
動
画
、
静
止
画
、
音
声
、
文
字
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
表
現
要
素
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
情
報
の
内
容 

経
済
産
業
部
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
素
材
の
宝
庫
で
あ
り
、 

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
に
よ
る
大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
る
沖
縄
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

Point

SHIGOTONO*MADO1 2 3

4 5 6

7 8 9 6
地
場
「
映
画
・
音
楽
コ
ン
テ
ン
ツ
」
産
業
の 

振
興
に
向
け
て 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
美
ら
沖
縄
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
〜 
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沖
縄
の
経
済
活
性
化
及
び
 

　
観
光
振
興
を
支
え
る
道
づ
く
り
 

　
〜
豊
見
城
道
路
 
一
般
国
道
3
3
1
号
の
豊
見
城
市
及
び
周
辺
部
の
交
通
渋
滞
緩
和
〜
 

7
開発建設部 

平
成
１９
年
3
月
１７
日
に
全
線
暫
定
供
用
し
ま
し
た
。
 

豊
見
城
道
路
の
概
要 

●
事
業
目
的 

①
広
域
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
ま
す
。 

②
国
道
58
号
、
3
3
1
号
の
混
雑
緩

和
を
図
り
ま
す
。 

③
地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援

し
ま
す
。 

④
主
要
拠
点
（
空
港
・
港
湾
な
ど
）

へ
の
連
絡
を
強
化
し
ま
す
。 

●
整
備
の
概
要 

　
平
成
19
年
3
月
に
、
側
道
を
先
行

し
て
開
通
し
ま
し
た
。 

引
き
続
き
豊
崎
地
区
の
交
差
点
立

体
化
を
促
進
し
ま
す
。 

Point
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SHIGOTONO*MADO1 2 3

4 5 6

7 8 9

開
通
後
の
効
果
！ 

　
沖
縄
西
海
岸
道
路
は
、
ハ
シ
ゴ
道

路
の
一
環
と
し
て
、
読
谷
村
か
ら
糸

満
市
ま
で
を
結
ぶ
、
延
長
約
50
㎞
の

地
域
高
規
格
道
路
で
す
。
国
道
58
号
、

3
3
1
号
な
ど
の
交
通
混
雑
を
緩
和

し
、
空
港
・
港
湾
な
ど
の
広
域
交
流

拠
点
や
地
域
開
発
拠
点
な
ど
と
の
連

絡
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
振

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
混
雑
緩
和
へ
の
寄
与

は
も
と
よ
り
、
那
覇
空
港
へ
の
ア
ク

セ
ス
向
上
に
よ
る
地
域
産
業
、
観
光

及
び
地
域
振
興
を
支
援
す
る
道
路
で

あ
り
、
渋
滞
の
解
消
や
交
通
事
故
抑

制
、
観
光
支
援
、
地
球
温
暖
化
対
策
、

物
流
の
効
率
化
へ
の
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 
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SHIGOTONO*MADO1 2 3

4 5 6

7 8 9

官
・
民
一
体
と
な
っ
た 

　
国
際
物
流
戦
略
の
検
討
を
開
始 
8

開発建設部 

去
る
３
月
２７
日
、那
覇
市
内
で
沖
縄
国
際
物
流
戦
略
チ
ー
ム
第
１
回
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。 

沖
縄
国
際
物
流
戦
略
チ
ー
ム
は
、経
済
界
が
中
心
と
な
り
、物
流
事
業
者
や
関
係
行
政
機
関
の
代
表
者
が
一
堂
に
会
し
、沖
縄
に
お
け
る
国
際
物
流
及
び 

こ
れ
と
一
体
を
成
す
国
内
物
流
の
効
率
化
方
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、沖
縄
の
実
情
を
踏
ま
え
た
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

Point
　
ま
ず
、福
井
武
弘
沖
縄
総
合
事
務
局
長

よ
り
、「
中
国
を
始
め
と
す
る
ア
ジ
ア
地
域

が
急
速
に
経
済
成
長
を
し
て
い
る
中
で
、関

係
者
が
一
堂
に
会
し
、沖
縄
の
自
立
型
経
済

の
構
築
に
向
け
た
国
際
物
流
の
在
り
方
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
。
」
と
の

設
立
趣
旨
の
説
明
が
あ
り
、次
に
、来
賓
の

安
里
カ
ツ
子
副
知
事
よ
り
、「
沖
縄
国
際
物

流
戦
略
チ
ー
ム
は
、行
政
や
関
係
事
業
者
に

お
け
る
各
代
表
の
方
々
が
参
集
し
、自
立

型
経
済
の
構
築
に
向
け
た
沖
縄
の
今
後
の

国
際
物
流
戦
略
を
議
論
す
る
場
と
聞
い
て

い
る
。
沖
縄
振
興
に
向
け
た
国
際
物
流
の

方
向
性
に
つ
い
て
、実
り
あ
る
議
論
が
な
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
」
旨
の
御
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、設
置
要
綱（
案
）が
承
認
さ
れ
、

副
本
部
長
で
あ
る
大
城
勇
夫
沖
縄
経
済
同

友
会
代
表
幹
事
に
よ
り
議
事
進
行
が
成
さ

れ
ま
し
た
。 

　
ま
ず
事
務
局
よ
り
「
沖
縄
の
国
際
物
流

を
取
り
巻
く
情
勢
」
及
び
「
沖
縄
の
国
際

物
流
戦
略
策
定
に
向
け
た
検
討
項
目（
案
）」

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、沖
縄
の
自
立
型
経

済
の
構
築
の
実
現
に
寄
与
す
べ
く
、沖
縄
の

国
際
物
流
戦
略
策
定
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
項
目
と
し
て
、 

＊
那
覇
港
を
中
心
と
し
た
国
際
物
流
拠
点

の
形
成 

＊
中
城
湾
港
に
お
け
る
流
通
加
工
港
湾
の

実
現 

＊
県
全
体
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化 

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、今
回
は
第
１
回
会
合
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、各
出
席
者
か
ら
、国
際
物
流
に
つ

い
て
の
問
題
点
・
要
望
等
に
つ
い
て
意
見
を

出
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

　
儀
間
光
男
浦
添
市
長
か
ら
は
、「
ア
ジ
ア

の
港
湾
と
比
べ
て
、港
湾
サ
ー
ビ
ス
に
絶
対

的
な
違
い
が
あ
り
、新
た
な
仕
組
み
な
ど
に

つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
」
と
い
っ

た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
経
済
界
か
ら
は
、 

＊
官
・
民
一
体
と
な
っ
た
取
組
が
こ
れ
ま
で
不

足
し
て
い
た
。
民
間
主
導
で
進
め
て
い
く

の
は
当
然
で
は
あ
る
が
、一
方
で
、ロ
ー
カ
ル

だ
け
で
な
く
国
を
挙
げ
た
取
組
が
必
要
。 

＊
中
国
な
ど
の
港
湾
が
急
速
に
成
長
し
て

い
く
中
で
、沖
縄
で
国
際
物
流
に
つ
い
て

ど
う
い
っ
た
役
割
を
果
た
し
て
い
く
べ
き

か
、議
論
が
必
要
。 

と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
物
流
関
係
者
か
ら
は
、 

＊
物
流
コ
ス
ト
の
低
減
は
必
要
だ
が
、そ
れ

だ
け
で
な
く
、リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
縮
減
も

不
可
欠
。 

＊
中
国
な
ど
近
隣
の
主
要
港
湾
に
対
抗
す

る
た
め
に
は
、国
を
挙
げ
て
の
思
い

切
っ
た
取
組
が
必
要
。 

＊
空
港
と
港
湾
が
近
接
し
て
い
る
那

覇
港
の
特
性
を
活
か
し
、両
者
の

連
携
に
よ
る
短
時
間
の
輸
送
が
重

要
。 

＊
船
は
貨
物
が
な
い
所
に
は
来
な
い
。

生
産
工
場
の
誘
致
や
県
産
品
の

育
成
な
ど
に
よ
る
貨
物
創
出
の
取

組
も
行
う
べ
き
。 

＊
官
・
民
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
が
必

要
。
ま
た
企
業
の
連
携
な
ど
の
取

組
も
必
要
。 

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
方
で
、 

＊
那
覇
港
と
中
城
湾
港
の
機
能
分

担
に
つ
い
て
の
検
討
も
必
要
。 

と
の
意
見
も
出
ま
し
た
。 

　
沖
縄
国
際
物
流
戦
略
チ
ー
ム
で
は
、19

年
度
中
を
目
途
に
、官
・
民
が
一
体
と
な
っ
た

具
体
的
な
取
組
な
ど
の
提
言
を
取
り
ま
と

め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、19
年

度
に
数
回
の
会
合
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
も
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。 

沖 縄 に お け る 国 際 物 流 戦 略  

シンポジウムの開催 

沖縄における 
自立型経済の構築実現化へ！ 

18年12月9日 

＊県民に対して国際物流の重要性を提起 
＊「沖縄版国際物流戦略チームを設立すべき」との提言 

具体的な取り組みの実施 

沖縄国際物流戦略チームの開催 19年3月27日 
会　長：沖縄県商工会議所連合会会長 
事務局：沖縄県商工会議所連合会・沖縄総合事務局開発建設部 
・那覇港を中心とした国際物流拠点の形成 
・中城港湾における流通加工港湾の実現 
・県全体の物流ネットワーク強化　　等を議論 
 

提言のとりまとめ 20年2月頃 

＊課題の克服に向けた具体的戦略の策定 
＊官・民が一体となった取り組み 

シンポジウムの開催 20年3月頃 

＊戦略チームの提言をPR 
＊実現に向けての取り組みに対して議論 

＊効率的・効果的な国際物流体系の構築
に向けて、関係者が連携して、提言で
出された具体的戦略の実現に努める。 

行政における施策の反映 
＊次期沖縄振興計画（平成24年度～） 
＊次期沖縄における港湾ビジョン 
 （平成20年度～） 
＊県内主要港湾の港湾計画改訂 
 （平成20年度前半） 
 

＊関係者からの 
　ヒアリング 

＊会合を2～3回開催 
＊別途幹事会にて議論 
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運輸部 
「
地
域
・
ひ
と
・
地
球
と 

　
交
通
の
ゆ
い
ま
ー
る
」
の
実
現
に
向
け
て 

 

 

　
沖
縄
総
合
事
務
局
長
は
、
平
成
15

年
１１
月
に
沖
縄
地
方
交
通
審
議
会
に

「
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
公
共
交

通
・
交
通
環
境
政
策
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
を
諮
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
同
審
議
会
は
審
議
検
討
を
重
ね
、

概
ね
10
年
後
に
お
け
る
観
光
も
含
め

た
公
共
交
通
・
地
域
交
通
環
境
の
あ

る
べ
き
姿
を
展
望
し
た
「
沖
縄
ブ
ロ

ッ
ク
に
お
け
る
公
共
交
通
・
地
域
交

通
環
境
計
画
」
を
平
成
１７
年
３
月
に

答
申
し
ま
し
た
。 

　
答
申
が
出
さ
れ
て
か
ら
２
年
が
経

過
し
、
交
通
や
観
光
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
平
成
１９

年
３
月
３０
日
に
「
沖
縄
地
方
交
通
審

議
会
答
申
」
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議

（
会
長
・
伊
波
美
智
子
琉
球
大
学
教

授
）
第
１
回
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
会
議
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
を
導
入
、
特
に

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
状
況
の
把
握
）
機
能

を
強
化
す
る
た
め
、
計
画
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。 

　
初
め
に
、
沖
縄
総
合
事
務
局
か
ら

沖
縄
地
方
交
通
審
議
会
の
答
申
概
要

に
つ
い
て
説
明
し
、
続
い
て
答
申
に

対
す
る
進
捗
状
況
と
具
体
例
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。 

　
公
共
交
通
・
環
境
関
係
で
は
、
「
地

域
・
ひ
と
・
地
球
と
交
通
の
ゆ
い
ま

ー
る
」
の
実
現
に
向
け
て
の
取
組
み

状
況
と
し
て
、
那
覇
と
そ
の
周
辺
部

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
施
や
パ

ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
の
導
入
、

那
覇
都
市
圏
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
の
運
用
開
始
、
ま
た
、
平
成

１９
年
度
か
ら
検
討
予
定
の
バ
ス
路
線

網
再
編
や
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
等
に

つ
い
て
具
体
例
を
説
明
し
な
が
ら
報

告
し
ま
し
た
。
観
光
関
係
で
は
、
「
観

光
立
国
」
実
現
に
向
け
た
沖
縄
観
光

の
役
割
と
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る

観
光
振
興
の
戦
略
的
展
開
と
し
て
、

沖
縄
県
と
国
と
連
携
し
て
推
進
し
て

い
る
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
実
施
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
推

進
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

　
取
組
み
状
況
報
告
に
対
し
委
員
か

ら
は
、
「
バ
ス
運
転
手
の
接
遇
マ
ナ

ー
が
良
く
な
っ
た
」
、
「
高
齢
化
社

会
へ
向
け
て
の
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
真
剣
に
考
え
る
時
期
に

き
て
い
る
」
、
「
交
通
渋
滞
緩
和
の

た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
公
共
交
通
の

利
用
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
」
、

「
平
成
１７
年
度
の
入
域
観
光
客
数
と

観
光
収
入
は
過
去
最
高
と
な
っ
て
い

る
が
、
１
千
万
人
達
成
す
る
に
は
外

国
人
観
光
客
の
誘
致
が
必
要
」
、
「
レ

ン
タ
カ
ー
と
公
共
交
通
を
組
み
合
わ

せ
た
観
光
形
態
の
推
進
の
必
要
性
」

等
の
意
見
・
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
委
員
の

提
言
、
助
言
を
受
け
、
来
年
度
以
降

も
必
要
に
応
じ
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

会
議
を
開
催
し
、
計
画
目
標
実
現
に

向
け
て
取
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。 

 

第
１
回
「
沖
縄
地
方
交
通
審
議
会
答
申
」
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。 

沖
縄
地
方
交
通
審
議
会
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
し
た
委
員
（
学
識
経
験
者
、
経
済
界
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
等
）
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、
沖
縄
総
合
事
務
局
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
し
、

及
び
こ
れ
に
関
し
必
要
と
認
め
る
事
項
を
関
係
行
政
機
関
の
長
に
建
議
す
る
組
織
で
す
。 

Point

SHIGOTONO*MADO1 2 3

4 5 6

7 8 9 9

氏　　名 所属・役職等 備考 

沖縄地方交通審議会委員名簿 

・順不同、敬称略。 
　◎印は沖縄地方交通審議会会長 

平成１９年３月３０日現在 

伊　波　美智子 琉球大学法文学部教授  ◎  

池　田　孝　之 琉球大学工学部教授     

大　城　郁　寛 琉球大学法文学部教授   

安仁屋　政　喬 沖縄県商工会議所連合会事務局長  

仲　吉　朝　信 (財)沖縄観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾋﾞｭ-ﾛ-会長 

比　嘉　辰　博 琉球新報社社長  

岸　本　正　男 沖縄タイムス社社長               

崎　山　律　子 フリージャーナリスト     
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Ⅰ    　
日
本
は
、台
風
や
地
震
な
ど
の
異

常
天
然
現
象
（
注
）
に
よ
り
災
害
が
非

常
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。こ
れ
ら
の

異
常
な
天
然
現
象
に
よ
り
、道
路
や

河
川
、港
、農
業
用
施
設
そ
し
て
学

校
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
が
管
理

す
る
施
設
が
災
害
を
受
け
た
と
き
、

国
の
負
担
や
補
助
金
に
よ
り
復
旧

事
業
を
行
う
法
律
上
の
制
度
、こ
れ

が
災
害
復
旧
制
度
で
す
。
 

 （
注
） 

「
異
常
天
然
現
象
」
と
は
、豪
雨
・
洪
水
・
暴

風
・
高
潮
・
地
震
・
そ
の
他
（
波
浪
・
降
雪
・

低
温
・
な
だ
れ
・
地
す
べ
り
等
）を
い
う
。
 

    災
害
復
旧
事
業
は
、 

①
民
生
の
安
定
 

《
公
共
の
福
祉
の
確
保
や
農
林
水
産

業
の
維
持
を
図
り
、併
せ
て
経
営
の

安
定
に
寄
与
》
 

 
 

②
不
時
か
つ
多
額
の
費
用
に
対
応
 

《
財
源
の
調
達
》
 

③
被
災
前
ま
で
の
効
用
に
で
き
る
だ

け
速
や
か
に
復
旧（
原
形
復
旧
） 

《
被
災
の
程
度
、状
況
が
千
差
万
別

で
、現
地
に
臨
ん
で
、合
理
的
・
経

済
的
な
復
旧
工
法
等
を
決
定
》
 

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
 

     　
災
害
の
状
況
や
態
様
は
、多
種
多

様
、複
雑
多
岐
で
あ
り
、そ
の
採
択
、

復
旧
の
範
囲
、復
旧
の
程
度
な
ど
に

つ
い
て
、 

 
 

①
各
省
庁
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た
公

平
か
つ
適
正
な
も
の
と
す
る
 

 
 

②
民
生
の
安
定
を
図
る
た
め
、で
き

る
だ
け
早
期
に
災
害
復
旧
事
業

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
 

 
 

③
早
期
に
、適
正
な
復
旧
方
法
と
事

業
規
模
を
決
定
し
、所
要
の
予
算

措
置
を
講
ず
る
 

 
 

こ
と
か
ら
、私
ど
も
沖
縄
総
合
事
務

局
財
務
部
で
は
、各
省
が
被
災
現
地

で
災
害
復
旧
事
業
費
の
査
定
を
行

う
際
に
、国
の
予
算
の
執
行
に
関
す

る
報
告
の
徴
収
、実
施
監
査
等
を
所

掌
す
る
立
場
か
ら
係
官
を
派
遣
し
、

国
民
の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
災
害

復
旧
事
業
費
が
、法
律
の
趣
旨
に
則
っ

て
合
理
的
、経
済
的
に
使
用
さ
れ
る

よ
う
、査
定
に
立
ち
会
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、災
害
復
旧
事
業
の
採
択

の
可
否
を
速
や
か
に
決
定
し
、各
省

間
で
の
災
害
復
旧
事
業
費
決
定
の

均
衡
・
公
正
を
期
す
る
た
め
に
行
わ

れ
て
い
る
制
度
で
す
。
 

災
害
復
旧
制
度
の
概
要 

Ⅱ 災
害
復
旧
事
業
の
目
的 

Ⅲ 災
害
復
旧
事
業
費
査
定 

立
会
制
度
の
概
要 

nakayukui
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沖
縄
県
に
お
け
る
過
去
５
年
間
の

災
害
復
旧
事
業
は
、件
数
で
6
4
5

件
、金
額
で
96
億
３
８
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

　
過
去
５
年
間
の
災
害
に
つ
い
て
、被

災
金
額
で
み
る
と
平
成
17
年
の
６
月

梅
雨
の
被
災
が
突
出
し
て
お
り
、29

億
円
と
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、被
災
施
設
別
に
過
去
５
年

間
の
平
均
を
み
る
と
、河
川
等
の
被
害

が
６
億
１
９
０
０
万
円
と
最
も
多
く
、

次
い
で
、水
道
等
施
設
、港
湾
、農
業

用
施
設
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

    　
平
成
18
年
の
災
害
復
旧
事
業
は
、

件
数
で
56
件
、金
額
で
13
億
９
５
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

市
町
村
別
に
み
る
と
、中
城
村
が
４

億
４
５
０
０
万
円
と
全
体
の
31
・
９
％

を
占
め
、次
い
で
渡
名
喜
村
、名
護
市

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
中
で
も
、６
月
梅
雨
前
線
豪
雨
に

よ
る
地
す
べ
り
で
被
災
し
た
中
城
村

北
上
原
地
区
に
お
い
て
、公
共
土
木

施
設
、農
地
・
農
業
用
施
設
及
び
林

地
荒
廃
防
止
施
設
の
災
害
復
旧
査

定
立
会
を
行
い
、約
４
億
４
０
０
０
万

円
の
災
害
復
旧
事
業
費
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
 

    　
沖
縄
県
は
、台
風
の
常
襲
地
域
で

あ
り
、過
去
56
年
間
に
発
生
し
た
台

風
の
約
１
／
４
が
沖
縄
に
接
近
し
て

い
ま
す
。 

｠
こ
の
台
風
や
６
月
の
梅
雨
前
線
等

に
よ
る
年
平
均
降
水
量
は
、全
国
平

均
の
約
１
・
３
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
に
全
国
で
も
比
較
的
雨
量
の

多
い
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら

を
発
生
要
因
と
す
る
災
害
が
多
い
の

が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

Ⅳ Ⅴ 災
害
復
旧
事
業
の
推
移 

Ⅵ 沖
縄
県
に
お
け
る 

災
害
の
発
生
要
因 

平
成
１８
年
の 

災
害
復
旧
事
業 

西原町 

与那
原町
 

北
中 

城
村 

嘉
手
納
町 

宜野湾市 

沖
縄
市 

南
風
原
町 

那
覇

市 

北
谷
町 

う
る
ま
市 

南城市 
八
重
瀬
町 

国頭村 

東　村 

大宜味村 

名護市 

今帰仁村 

本部町 

宜野座村 

金武町 

恩納村 

読谷村 

浦添市 

糸満市 

豊見城市 

中城村 

 

nakayukui

平成18年6月 

被災直後の 
中城村 
北上原地区 

災害復旧事業の推移（沖縄県） 

14年 15年 16年 17年 18年 

件
数
 

金
額
（
百
万
円
）
 

188

1,732
1,583

1,822

3,105

177

132 92

56

1,396

件数 金額 
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多重債務者問題の解決に向けて 
～貸金業関係連絡会を開催～ 

 

Report

　３月２８日（水）、沖縄総合事務局におい
て「第１１回貸金業関係連絡会」を開催し
ました。 
　この会議は、貸金業規制法の円滑な施
行を確保するため、国及び県の行政当局
間における事務処理の統一を推進するほか、
行政当局と取締当局の連携を図ることを
目的とし、沖縄総合事務局財務部長、沖
縄県文化環境部長、沖縄県警察本部生活
安全部長で構成される会議です。 
　今回は、多重債務者の増加が社会問題
となる中、昨年１２月に「貸金業の規制等
に関する法律等の一部を改正する法律」

が成立し、多重債務者問題の抜本的な解
決のため、貸金業の適正化、過剰貸付の
抑制、金利体系の適正化等について、所
要の制度整備が行われたことから、改正
法の円滑な施行を図ることを目的に開催
したものです。 
　会議では、各参加者から最近の業務運
営状況と今後の方針等について報告がな
され、三者間のより一層の連携を確認し
たほか、消費者教育の拡充、ヤミ金融の
取締強化等についても意見交換が行われ
ました。 

沖縄の『地域資源』を全国へ！世界へ！ 
～地域中小企業サポーターズサミット ｉｎ 沖縄～ 

 

Report

　平成19年度の中小企業支援策の大き
な柱として、「中小企業地域資源活用プロ
グラム」が創設され、各種支援策が動き
出します。本制度では、「域外市場を狙っ
た新商品等の開発・事業化」「地域資源
を活用した新たな取り組みの掘り起こしや
地域資源の価値向上」の2点を柱とした
支援を行ない、地域自らの力を最大限に
活かした地域産業発展の核となる新事業
創出を目指しています。 
　支援策に先立ち、平成１９年１月１５日、
地域や中小企業の活性化への取り組みを
応援する「地域中小企業サポーター」１３
８名が経済産業大臣より任命されました。
経済産業部では、平成１９年３月８日那覇
市内において、地域中小企業サポーター
の体験談や沖縄の地域資源の強み等を話
してもらい、支援人材のネットワークを構

築するため、地域の支援人材や中小企業
経営者等を対象に、「地域中小企業サポー
ターズサミット　in　沖縄」を開催しました。 

国際通りから環境を考えよう！ 
～環境シンポジウム＆パネル展を開催～ 

Report

　平成19年3月21日（水）、
22日（木）に那覇市ぶん
かテンブス館及びポケット
パークにて、「国際通りか
ら環境を考えよう！」環境
シンポジウム＆パネル展
を開催しました。  
　環境シンポジウムは、大
きく二部構成とし、第一部
では「国際通り周辺におけ
る環境の取り組み」を大き
なテーマとし、 第二部で

は「国際通りから本島北部の危機に瀕する
動物たちについて考える」を大きなテーマ
として開催しました。  
　パネル展においては、環境に関する七つ
のテーマ毎にブースを設置するとともに様々
なパネルを展示し、環境の重要性を来場者
の方に知っていただきました。  
 

check!

【地域中小企業サポーター（沖縄地域）】 
 
１．製造業関係 有限会社オーシャン・トゥエンティワン 
 　代表取締役社長 酒元　謙二 
 
２．サービス業関係 フロンティアＰＲ株式会社  
 　代表取締役　　 白仁　昇 
 
３．観光関係 株式会社国際サンゴ加工所   
 　代表取締役社長 上地　建次 
 沖縄県観光事業協同組合　　 
 　代表理事　　　 上地　長栄 
 多幸山株式会社　　　　　　 
 　代表取締役社長 上地　敏夫 
 石垣市長　　　 　大濱　長照　 
 竹盛旅館　代表者 竹盛　洋一 
 
３．食品関係 有限会社開発屋でぃきたん　 
 　代表取締役　　 照屋　隆司 
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2007年3月号群星［正誤表］ お詫びと訂正 

関係者の皆さまに対し、
ご迷惑をおかけしました。
訂正してお詫び致します。 

12Ｐ 

誤）委員　東　　　良　和　（株）ビジネスランド 代表取締役社長 

正）委員　渕　辺　美　紀　沖縄ツーリスト（株） 代表取締役社長 

正）委員　東　　　良　和　沖縄ツーリスト（株） 代表取締役社長 

正）委員　渕　辺　美　紀　（株）ビジネスランド 代表取締役社長 

 

 

Information

人事異動 

組織が変わりました 

平成１９年３月３１日まで 

平成１９年4月1日～ 

　今後の道路整備の姿を示す中期計画を作成するため、沖縄総合事務局では国土

交通省と協力して、今後の道路政策についてアンケート調査を実施します。 

　詳しくは、ＨＰ（http://www.douro-keikaku.jp/）又は電話（03-5253-8111

（内線37384））までお問い合わせ下さい。 

沖縄総合事務局次長に 

木  下  誠  也　氏が就任 
 
宇塚公一　前沖縄総合事務局次長の転任に伴い、平成19年4月1日付けで沖縄総合事務
局次長に木下誠也氏が就任した。    
　昭和53年建設省入省、平成8年建設省大臣官房建設技術調整官、平成11年建設省河
川局河川計画課河川計画調整室長、平成12年建設省建設経済局国際課長、平成13年国
土交通省総合政策局国際建設課長、平成14年国土交通省土地・水資源局水資源部水資
源計画課長、平成16年国土交通省中部地方整備局企画部長、平成18年国土交通省関東
運輸局次長を歴任後現在に至る。  

道路整備の中期計画 
作成に向けての 
 

アンケートにご協力下さい。 

本件の問い合わせ先  沖縄総合事務局開発建設部道路建設課  電話（098-866-0091） 

総　務　部 

会計課庁舎管理室 

庁舎管理官 

農林水産部 開発建設部 

平成１９年３月３１日まで 

平成１９年 

4月1日～ 

技術管理課 
防災・情報システム室 防災対策官 流域調整室 

流域調整課 防災課 

平成１９年３月３１日まで 

平成１９年4月1日～ 

羽地大川農業水利事業所 

事業完了に伴い廃止 

委員会メンバー 

小　濱　　　哲 

安　藤　徹　哉　 

石　原　悦　子 

米　須　清　秀 

東　　　良　和 

渕　辺　美　紀 

松　田　美　貴　 

氏　　名 所　　属 職　　名 

委員長 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

名桜大学大学院 教　　授 

琉球大学工学部 助 教 授 

カラーシンフォニー 代　　表 

（財）沖縄観光コンベンションビューロー 事務局長 

（株）ビジネスランド 代表取締役社長 

沖縄ツーリスト（株） 代表取締役社長 

（有）沖縄シップスエージェンシー 会　　長 
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